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かっても，散らばっても，ぐちゃぐちゃにさ
れても，お皿一個割っても，割ったことで育
ち合いはあると思うんだけれど．だけど，保
育園来たらグワーっとやっちゃったわけ．家
庭訪問に行って保育者は学んで帰ってくる．
だから放ったらかしか，ガミガミか，一から
十まで親の思うとおりにさせるのか．どの時
代でもパーセンテージは違うけれど，あるん
ですね．そこに自分が保育者であれば，時代
と共にその親とどう向かったらいいのだろう
かっていうの，常に時代と共に自分を変えて
いかないと，自分の頭とか心変えていかない
とダメなんだろうかと．
Ⅳ．考察
　現在我が国では，急速な少子高齢社会により，
多くの問題が山積している．その中の一つに待機
児童の問題がある．待機児童の問題が取り沙汰さ
れ，それに対応するように政府は待機児童解消の
策を打ち出す．保育所に子どもを預けたいと思っ
ても，預ける場所がない状態である．このような
状態は，過去にも経験していることで，それが「ポ
ストの数ほど保育所を」をスローガンに巻き起
こった戦後保育所づくり運動である．社会的に専
業主婦が多く存在していた時代に，保育所に子ど
もを預けて働くことが非難をされた時代である．
　現在では非難されることこそ少なくなっている
が，夫婦共働きが当たり前のようになってきてい
る中で預ける場所がない．当時は働きたい女性や，
志のある人などが保育所を作るために様々な所へ
交渉に行き，保育園の設立を実現してきた．現在
では，国が保育所の設立に対して前向きであり，
毎年のように新設園が出てきている．
　今回のY氏の語りからもわかるように，当時は
自分たちの手で保育所設立を叶えて，その保育所
でどのような子どもを育てていきたいのかを，保
護者・保育者が一緒になって子どもの将来を考え
保育目標を立ててきた．
　現在では保育の質が問われるようになってきて
いる．それは，量を増やすことへの危惧でもある
のかもしれない．保育所を取り巻く社会情勢は変
化しているものの，保育所が足りないということ
は共通している．当時と現在では相違点も多いだ
ろうが，共通点もあるだろう．当時の保護者・保
育者の思いから現在に生かせるものを見つけ，今
後の保育・幼児教育に生かせるものがないか考え
ていきたい．
　Y氏も語ったように，どんなに時代が変わって
も，変わらない部分と変わらなければならない部
分があるのだろう．倉橋惣三は「保育の新と真」
という言葉を使っている．Y氏が語っていること
はまさにこのことなのだろう．
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